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imple

 lightweight, agile and fit-for-purpose

eb service

 independent of proprietary software, supports standard interfaces

ffering

 repository services

epository

 or any system which wants to put or receive content

eposit

 or put, or post, or register, or add – a little step in the ingest 
workflow

based on Atom Publishing Protocol



 Deposit from a Desktop/Online tool

 Multiple deposit

 deposit to institutional and (mandated) funders’ 

repository with one action

 Machine deposit

 automated deposit from a laboratory machine

 Migration/transfer

 to a preservation service

 Mediated deposit 

 deposit by a nominated representative, to additional 

repositories
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http://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation/oai-ore/0.2/



 対象
 関連付けられたHTMLページのセット
 ソーシャルネットワークサイト内でのリソースセット

 本文，画像，コメント

 リポジトリ内での複数フォーマットからなるリソースセット
 LaTeX, PDF, HTML

 オーバーレイジャーナル

 御利益
 サーチエンジンがより賢くクロールできる
 ブラウザがより賢くナビゲートできる
 コンテンツアーカイブのためのシステムがより賢く働く
 引用関係などの情報をより賢く機械処理できる

学術情報のリユースを可能にし次世代学術コミュニケーションを形成
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 “Towards an Australian Data Commons” (2007)
 Australian Access Federation (AAF)

 Australian National Data Service (ANDS)

 Australian Research Collaboration Services (ARCS)

 National Computing Infrastructure Services (NCIS)

 DRIVER (European Union)

 JISC Information Environment (UK)
 Shared Infrastructure Services (SIS) Projects (2008)

 Information Environment Services Registry (IESR)

 Datanet Projects 
(National Science Foundation-USA 2008)

 Global Registries Initiative 
(APSR, IESR, OCKHAM and others)

Burton, A. and Blackall, C. (2008) The Key Role of Registries and Registry Standards in the Transition to a Federated 
Network of Repositories. In: Third International Conference on Open Repositories 2008, 1-4 April 2008, Southampton, UK.
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三回目の参加になった．一昨年はリポジトリをベースにe-Science等への対応を強

調し，大学当局側へのアピールを一定程度含んだテーマが多い内容という感想

を持ち，昨年はプロトコルやAPIなどの実装に関わるテーマ設定が多く，情報系と

コンテンツ系の連携は当たり前のものとなっている感が強い．今年は昨年の傾向

がさらに強まり，同時にコンテンツの特徴を強く意識するようになっているように思わ

れた．単なるプロトコルやAPIの紹介という講演は少なく，実際に存在する膨大なコ

ンテンツをどのように扱うかという問題意識を強く感じ取った．

ユーザグループへはDSpaceとFedoraへ他二名と分担して参加したが，新規プロト

コルやAPIの実装や設計というテーマ設定は日本のリポジトリ周辺には存在しない

ように考えられる．ここの部分をどうするかが問題と思う．



全体的な感想として，単なる“Institutional”なリポジトリから，“Departmental”やリポジ

トリをまたがったものなど様々な粒度のリポジトリがあったように思います．また，この

ような使い方に Fedora はよさそうだ，とも思いました．一方，Web2.0 的なアプローチ

や SNS などがあり，利用者や利用者が作ったメディア(CGM)についての取組もあり

ましたが，まだ始まったばかりという印象を受けました．ただ，これらの取組に関して

も，まずは楽しそうなこと，面白そうなことを作ってみようという姿勢が見られました．こ

れは日本ではあまり見られない気がします．

技術としては Atom が目立ちました．また，"workflow"や"lab practice"という言葉が

印象にのこりました．これは，「実際にある様々な研究者の研究スタイルにリポジトリ

を組み込む」ということだと理解しました．



サウサンプトンでの開催という理由もあってか，システム開発に関する発表，デー

タリポジトリに関する発表などが多く，研究者や情報系の視点からの学会であった

ことが印象に残ってます（日本ではなかなかこうはいかない）．SWORDやOREの機能

的役割からもわかるように，現在，欧米の興味はリポジトリの連携をどのように確立

するか，という部分にあるように感じました．これは当然，リポジトリの意義や持続性

にも繋がってくると思います．

現在の日本のリポジトリは，図書館員による機関リポジトリであり，多様性に欠け

ているところがあります．現状のモデルを尊重しながら，どのような将来の展開があ

り得るか，ということを考えるのは非常に面白そうです．


